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天
地
の
こ
こ
ろ
あ
ら
は
に

　
あ
ら
は
れ
て
輝
け
る
か
も

　
　
営
田
下
の
古
同
山
領
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧

水

威
人
お
め
で
と
う

　
　
月
四
E
（
火
）
町
総
ム
ロ
文
化
セ
ン
タ

で
平
成
六
年
四
郷
町
成
人
式
が
「
「
、
な
わ
れ
、

八
十
人
（
影
画
十
九
人
・
亥
一
十
一
人
）
が

晴
れ
て
大
人
の
仲
閤
入
り
を
」
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
町
長
か
ら
代
表
者
二
人
に
成

人
証
書
と
記
念
＝
エ
が
手
渡
さ
れ
た
後
．
成

入
を
代
表
し
て
寺
逼
の
橋
コ
雅
美
さ
掬

が
「
成
人
の
□
の
意
義
を
し
っ
か
り
掴
に

刻
、
み
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
行
動
し
、

郷
土
の
発
展
に
最
善
を
つ
く
し
ま
す
」
と

誓
い
の
こ
と
ば
を
の
べ
ま
し
た
。

、襲δ＼

文つごぎこ

‘
一

人目5，700人（＋1）

　男　2，72B人（±o｝

　女2，972人（＋ll

世帯数1，727戸（＋P

　平成6年1月1日現在

　　　　・は対前月比
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凋眼内に

正しく

2月14日（月）

　　から
　3月15日（火）
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今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
六
年
］
月
一
日
現
在
、
四
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
．
．
別
表
の
日
程
に
よ
り

各
地
区
ご
と
に
受
付
け
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
は
三
月
卜
五
日
で
す
．
、

所
得
の
な
い
人
も

　
申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な
か

r．

ｽ
場
合
、
扶
養
認
定
や
生
活
保
護
・

児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉
年
金
の
受

給
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
入
所
な
ど

に
必
要
な
所
得
証
明
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

申
告
の
要
領
は
…

　
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
。

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
口
固
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
　
（
出
荷
証

明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
。
　
（
各

蚕
士
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
。
　
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
。
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
明
細
書
。
　
（
給
与
支
払
報
告
書
の

　｛口OO
｛

Oq

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
五
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
通
知
書
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
（
家
計
簿
・
日
記
・

ノ
ー
ト
類
）

⑨
平
成
五
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
入
費
、
土
地
改
良
費
、

交
際
費
、
光
熱
水
費
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）

の
領
収
書
。

⑩
平
成
五
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
量
の
損
害
保
険
の
保
険
料
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　　“　　　“9　〃　　《も　ク＾

〃
再
び

ワ
　
＾
》

0

論
ピ

ソ

笥
　
　
　
　
・
．
郵

映
》

　
　
　
　
　
〃

・
冷
．

の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
。

⑪
印
か
ん

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．
．

確
定
申
告
の
受
付

役
場
で
納
税
相
談

　
　
　
∩
〔
月
　
日
・
3
月
1
日

　
平
成
五
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
卜
五

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
次
の
日
程
で
納
税
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
2
8
日
・
3
月
1
日

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
2
階

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相

談
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書

が
送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通

し
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

82　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
但
し
、
土
曜
日
は
す
べ
て
閉
庁
と

な
り
ま
す
。
）

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
入
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
．

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
降
雪
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
軍
万
円

を
超
え
る
と
き
、

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

　
③」8禦

所
得
税
の

　
　
　
還
付
由
告

　
］
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
税
額
を

計
算
し
て
み
る
と
、
源
泉
徴
収
や
予

平成6年度町県民税・国民健康保険税申告相談日程表

定
納
税
で
す
で
に
納
め
て
い
る
税
金

の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
、
納
め
す
ぎ
た
所
得
税
が

還
付
（
払
戻
し
）
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
．

（
源
泉
徴
収
票
が
必
要
）

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
。
　
（
必
要
書
類

は
雑
損
控
除
　
損
失
の
金
額
を
証
す

る
も
の
、
医
療
費
控
除
1
1
領
収
書
、

通
院
証
明
書
。
住
宅
取
得
控
除
1
1
家

屋
の
登
記
簿
謄
本
、
新
築
工
事
請
負

契
約
童
日
、
　
士
冗
四
貝
契
約
三
日
、
　
住
民
莇
示
抄

本
、
金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得
に
係

る
融
資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
）

③
年
金
及
び
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
年
末
調
整
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
所
得
税
の
還
付
の
必
要
な
人
は

申
告
が
必
要
で
す
．

月　　B 曜日 地区名 受付時間 組　　合　　名 受　付　会　場

2月14B 月 小野田
9：30～11：40 雪下1・2、野中、又上住宅

13：00～15：00 大谷、小野田1・2
町中央公民館2階

2月15B 火
下渡川 10：00～11：40 区全域 下渡川地区集会施設

越　　表 13：30～15：00 児洗、一松露 児洗集会所

2月16日 水 〃 9：30～11：40 中水流、田口、八ツ山 油漉生活改善センター

2月17日

9：30～11：40 東西石原、本村
坪谷地区多目的集会施設木 坪　　谷

13：00～15：00 赤井笠、上野原

9：30～11：40 仲町、多武ノ木、瀬平
〃2月18日 金 〃

13：00～15：00 市谷原、市谷月1崎

9：30～11：40 下仲瀬、久居原、下水流
仲直地区集落センター2月21日 月 仲　　深

13：00～15：00 深谷、野々崎

2月22日 火

9：30～11：40 井尻、深瀬、日ケ道、樋田

羽　　坂
13：00～15：00 硯野、羽坂、沖之水流、小長野

羽坂生活改善センター

2月23日 水 田　　1野 9：30～11：40 区全域 田野地区集落センター

2月24B 木 迫野内
9：30～11：40 鹿瀬

13：00～15：00 西谷
地内集会所

2月25B 金 〃

9：30～11：40 東下
〃

13：00～15：00 東上

2月28B

@～
R月1B

月
半

町内全域 9：00～16：00 所得税等確定申告義務者 町中央公民館2階

3月2日 水
迫野内 9：30～11：40 地内 地内集会所

八重原 13：30～15：00 区全域 八重原公民館

3月3日 木

9：30～11：40 前田、中水流、下村

鶴野内 13：00～15：00 山内、中山

鶴野内地区

@コミュニティセンター

3月4日 金 9：30～11：40 大工野、おもだか 大工野地区集落センター

3月7B 月 福　　瀬

9：30～11：40 仲野原1・2・3

13：00～14：30 出口
仲野原営農研修施設

3月8日 火 〃

9：30～11：40 上村1・2・3
福瀬公民館

13：00～14：30 下村、鳥川

3月9日 水 〃

9：30～11：40 日田尾、ウトギ
広瀬生活改善センター

13：00～14：30 広瀬

3月10日 木 寺　　迫

9：30～11：40 庭田、長崎
庭田公民館

13：00～14：30 中尾、吉牟田

3月11日 金 〃

9：30～11：40 寺迫、山ノロ
寺迫公民館

13：00～14：30 落鹿

3月14日 月 町内全域 9：00～16：00 各地で申告できなかった者 町中央公民館2階

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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成人を迎えられた皆さん　おめでとうございます。

　確かに／月の成人式は更郷町での大切な行事のひとつで

しょう。夷郷町での成人式は見ていないけれども夷京に庄

んでいた友達の成人式を見に行ったことがあります。家族

に日本の文化を紹介するために成人式の写真を一枚送って

あげました。晴着を着て宮参りをする成人の祝いに感心し

ました。　『アイルランドでは成人式がありますか？』とい

う質問をよく聞きます。：ブイ！レランドではEヨ本のような成

人式はありません。むしろ20歳より21歳の誕生iヨの方が特

別なことといえます。18歳になったらアルコールを飲んだ

りタバコを吸ったり結婚をしたり投票したりする権利が持

てます。それにもかかわらす大人としては考えられていま

ぜん。21歳になったら両親から離れて住んでいる人でも両

親の家の鍵をもらうようになります。鍵をもらうというの

は大人になった自立の意味を表す訳です。アイルランドで

は宗教が生活に大きな影響を与えます。カトリック教では

り2歳になった時信仰告白をして教会員になる儀式が行われ

ます。成人式のように準備が多くて＼大切な行事として考

えられています。アメリカではそういう式は18歳になるま

で行われまぜん。

正月は韓国で迎えました

　お正月の間にアイルラント：へは帰らなかったけれども／0

E間韓国へ旅行をしました。ヨ韓関係はなかなか難しい状

況ではありますが、それでも良くなってきているように思

います。九州では韓国に対する考え方がかなりいいと思い

ます。南郷村の百済の里の例を取れば村民達は一生懸命日

勘・ηr～託一綱鱒一覧

陥’16ぐ欝、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覆

睨えました．，口語附せなくてもどうに描臥と薯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膚し交流しました。まるでEヨ本へ来た当初のような感じでし

た。り950圧代以来アメリカの影響を受けてか．外国人に

対してはとても慣れています。韓国にいる時多くの日本人

に会いましたが＼韓国へ旅行する目的は買い物をするため

だと≡っていました。もちろんヨ本と比べて韓国の物1亜は

安いです。観光としてはソウルの郊外にあるスヲンという
場所のり980年に作られた韓国の伝統釣なフォーク村はとて砂

もおもしろし＼と思し＼ます・南北境界問では案内人つき師聾

行があるけれどもお正月は休みなのでいって見る訳にはい湾
きませんでした。友達は価値がある旅行だから韓国へ行っ「

韓友好に努めています。韓国は高度経済成長を遂げたにも

かかわらずまだ発展途上国として考えられています。市場

の売店以外ではソウルはEヨ本の大都市を思わせました。と

はいっても基盤施設は日本ほど発展しているわけではない

ようです。都南部に比べて営舎の土地はとても荒れたよう

＿つてみると1

し＼し’と靴ます・塾

　旅行するのは大蚤
好きです。本を読竃

鵬Σま言禦1

の国をよく理解す廻

るためにはその国5
へ旅行しないとい塾

陶けないと患います、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲1月4日に行なわれた東郷町成人式

翻嚇嚇山脚膏血亨癩画き癖伽融騙判二〆・漣偽蝋秘琳瓶蝋，

　
こ
の
事
故
は
昨
年
六
月
の
夜
中
、

直
線
状
の
見
通
し
の
良
い
、
制
限
速

度
八
十
㎞
の
高
速
道
路
で
起
っ
た
。

　
路
肩
に
停
車
し
て
い
た
車
が
発
進

し
て
本
線
に
合
流
し
た
時
、
後
か
ら

の
通
過
車
輔
が
そ
れ
を
か
わ
し
切
れ

ず
追
突
、
路
肩
か
ら
出
て
き
た
方
の

車
が
火
災
を
起
し
、
運
転
者
が
死
亡

し
た
。
こ
の
た
め
こ
の
車
を
ど
う
し

て
路
肩
に
止
め
て
い
た
の
か
不
明
．
．

　
本
線
を
走
行
し
て
追
突
し
た
乗
用

車
の
運
転
者
の
話
で
は
、
「
自
分
の
車

の
速
度
は
百
五
㎞
／
三
位
で
あ
っ
た
、

次
の
I
C
も
近
か
っ
た
の
で
、
そ
こ

で
高
速
道
路
よ
り
降
り
る
つ
も
り
で

走
っ
て
い
た
ら
自
分
の
目
の
前
に
、

急
に
路
肩
か
ら
車
が
出
て
き
た
．
、
そ

の
車
は
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
が
つ
い
て
い

た
が
、
方
向
指
示
器
は
点
滅
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
止
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
。
驚
い
て
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
た
が
、
ぶ
つ
か
っ
た
。
自
分
も

頭
を
う
ち
一
瞬
気
を
失
い
、
気
が
つ

い
た
ら
相
手
の
車
は
バ
リ
バ
リ
燃
え

て
い
た
。
す
ぐ
駆
け
つ
け
た
が
相
手

の
車
は
中
か
ら
ド
ア
が
ロ
ッ
ク
し
て

あ
り
開
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
中
に

人
の
い
る
の
が
見
え
た
が
、
火
の
手

が
大
き
く
な
っ
て
近
づ
け
ず
、
ど
う

し
ょ
う
も
な
か
っ
た
．
、
」

死
者

県全
内国

○
、
九
四
二
人

　
　
九
五
人

前
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

棚
⑳
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傷
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）
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つ
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i9）
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i2）

260

i8）

737

i35）

認93

O5の

事物
ﾌ損

　乳》3、

高
速
道
路
上
で
の
大
事
故

　
　
　
～
火
災
を
起
し
運
転
者
死
亡
～
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塑どう塑

平
成
六
年
一
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

　　

蜚
C
児
重
委
員
に

　　

@　

@　

@　

b
斐
敏
治

、
謙
↓

雰

　
民
生
・
児
童
委
員
の
う
ち
、
児
童

の
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に

担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
制
度

が
、
平
成
六
年
一
月
か
ら
発
足
し
、

鶴
野
内
の
甲
斐
敏
治
さ
ん
（
四
七
）
が

厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
任
児
童
委
員
は
、
各
地
区
こ
お

ら
れ
る
民
生
、
児
童
委
員
と
連
絡
、

調
整
を
し
な
が
ら
主
に
次
の
よ
う
な

こ
と
を
担
当
し
ま
す
。

　
な
お
任
期
は
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん

。
東
郷
町
全
域
の
児
童
福
祉
に
関
す

　
る
事
項
を
担
当
す
る
．
．

o
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

　
等
と
連
携
を
密
に
し
、
児
童
及
び

　
児
童
を
と
り
ま
く
家
庭
環
境
、
社

　
会
環
境
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
収

　
集
を
行
う
と
と
も
に
必
要
な
相
談
、

　
援
助
を
行
な
う
．
．

O
児
童
の
事
故
防
止
や
健
全
育
成
活

　
動
の
推
進
に
関
し
て
、
関
係
機
関

　
と
連
携
し
、
指
卓
、
助
言
を
行
い

　
活
動
の
促
進
を
図
る
．

O
児
童
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ま

　
ち
づ
く
り
活
動
等
の
促
進
、
支
援

　
を
行
な
う
．
、

○
そ
の
他
児
童
健
全
育
成
の
た
め
の

　
行
政
関
係
機
関
と
の
連
絡
協
調
．
．

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
に

　　

@
新
名
淳
一
氏
6
2
歳
（
羽
坂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
こ
の
た
び
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
事
務
局
長
寺
原
和
正
氏
の
後
任
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
一
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
し
ま
し
た
。
甚
だ
微
力
非
才
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す
が
業
務
に
精
励
し
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
の
推
進
に
努
力
し
て
ま
い
る
所

　
昨
年
九
月
五
日
に
六
十
三
歳
で
亡

く
な
っ
た
、
元
町
議
会
議
長
の
策
野

貞
夫
さ
ん
に
吋
す
る
特
旨
叙
位
、
特

別
叙
勲
の
伝
達
式
が
ト
二
月
二
十
七

日
県
庁
知
事
室
で
行
な
わ
れ
、
奥
さ

ん
の
チ
ヅ
ヱ
さ
ん
に
松
形
県
知
事
か

ら
地
方
自
治
功
労
の
従
六
位
勲
1
1
等

瑞
宝
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
下
野
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
五

月
に
東
郷
村
議
会
議
員
に
当
選
．
．
四

十
四
年
か
ら
は
町
議
会
議
員
と
し
て

昨
年
八
月
ま
で
通
算
二
十
二
年
ニ
ケ

月
に
わ
た
っ
て
議
会
議
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
．

故
矢
野
貞
夫
さ
ん
に

従
六
位

　
　
勲
五
等
瑞
宝
章

　
冬
休
み
中
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

い
る
、
牧
水
か
る
た
大
会
は
、
今
年

で
十
九
回
目
を
数
え
、
町
内
の
小
中

学
校
か
ら
二
百
八
名
の
児
童
・
生
徒

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
，

　
開
会
式
で
は
、
前
年
度
団
体
戦
優
勝

チ
ー
ム
の
東
郷
小
学
校
（
B
）
と
東
郷

中
学
校
（
E
）
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
返

還
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
競
技
上
の

注
意
な
ど
を
聞
き
、
選
手
た
ち
は
早

足
競
技
へ
入
っ
て
い
き
ま
し
た
，

　
競
技
で
は
ま
ず
個
人
戦
が
行
な
わ

れ
、
そ
の
後
学
校
対
抗
戦
・
チ
ー
ム

対
抗
戦
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
が

ど
の
種
目
に
も
静
か
な
中
に
熱
の
こ

も
っ
た
戦
い
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
学
校
対
抗
戦

・
小
学
校
の
部
　
東
郷
小
学
校

・
中
学
校
の
部
　
東
郷
中
学
校

　
チ
ー
ム
対
抗
戦

・
小
学
校
の
部
　
東
郷
小
A
チ
ー
ム

・
中
学
校
の
部
　
東
郷
中
H
チ
ー
ム

　
個
人
戦

・
小
学
校
の
部
　
卜
田
美
香
（
東
小

六
年
）
・
佐
藤
純
子
（
東
小
六
年
∵
岩

田
賢
彦
〔
福
小
六
年
）

・
中
学
校
の
部
　
佐
藤
愛
美
〔
東
中

二
年
）
・
都
甲
好
恵
（
東
中
二
年
）

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
ご　

　
　
　
　
　
　
　
新
名
淳
一

　
　
　
　
　
　
白
良
ツ
ま

回　
　
　
　
　
　
　
　
b
　
‘
　
～

靭
牧
ホ
か
る
た
穴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

二
会
趣
旨
】
　
　
β
る
さ
と
の
一

○
牧
水
の
短
歌
に
親
し
ま
せ
歌
心
を
培
う
。

○
日
本
古
来
の
「
か
る
た
遊
び
（
小
倉
百
人
一
首
）
」
を
体
験
さ
せ
る
。

○
青
少
年
の
余
暇
の
利
用
を
知
的
な
も
の
へ
と
移
行
さ
せ
る
契
機
と
す
る
。
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wどt濁臨調画コンタ→護

　　　　　　　～坪谷小から2人が受賞～

濯
ぼ
紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11月28日（日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国から35．886点もの作品が寄せられた、第8回WE　LOVE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トンボ絵画コンクール（朝日新聞社主催〕で、坪谷小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の1年生稲田麻美さん（左）が銅賞に、同校3年生寺原佳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君（右）が入選にそれぞれ選ばれ、東京の朝日新聞社本社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で表彰を受けました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また2人が存学する坪谷小学校にも学校奨励賞が贈られ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ました．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おめでとつございました．

m一【】【＝【－＝X一【X了一重夏夏至三歪三三二呈三妻三：豆．且．亙－－璽■－－－】＝－】＝【■］【】【π－－］［－】コ［－］［【

　　　　消防出初式

ロ玉巫〕第8部（山内）が3一画得

　今年の出初式も昨年にひきつづきおだやかな日和の中で行

なわれましたが、団員たちが集合した早朝にはまだグラウン

ドいっぱい霜が残り、団貝たちのはく息も白く、暖冬とは思

えない寒さの中で点検が開始されました．

　審査の結果は次のとおりです．

　　　　　　　　　‘潮

面晦麟霜融搬魏

F＿秘 蔽

。綿
｣

　　　　　ほタ
らへ磁・．　噸

　　　　　・1

一

審　査　区　分 優　　勝 第2位 第3位
総　　合　　の　　部 第8部鶴野内 第9部種原 第4部．羽坂

操　　練　　の　　部 第8部　・・ 第4部羽坂 第9部種原

小型ポンプ発水競技の部 第8部　・ 第9部入重原 第3部迫野内

長迫木材加工団地施設用地

1月13日㈱　　　　　造成工事着工

　椎葉村から日向市・門川町を含む耳月1流域8市町村が、

昭和60年に田野の長迫に32haの用地を確保し、これまでに

耳川林業事業協同組合と県森連の林産物流通センターが操

業を開始しておりますが、残り18haの未利用地の内9haを

今年度から7年度までの3ケ年計画で造成することになり

ました。その起工式には工事を担当する陸上自衛隊の関係

者をはじめ県林務関係者ら約100名が出席して行なわれま

した．

　轟
　五

冒　h豆」

翼
　H　　　三

　
三　

互互＝

　
H亙軍

　
H重

一．＝E藍藍互＝コ【玉亙－　　三皿

一至三一至一三三一喜一凶
　
　
か
看
凌
四
．
ノ
竃
き
翻
㎞
養

虎
童
署
大
士
心
、

ヌ
藪
、
週
天
聾
目
減
遜
蕪

弾
繍
誠
嘱
迫
天
灘
王
誠
避
迅
、

　
省
雪
連
山
げ
皇
室

新春書初困難・中学生の

1月15日（土）～23日（日）

　町内の小・中学生の書初め展が、町総合文化センターで開

催されました。

　作品は、小学1・2年生が主に硬筆、3年生以上は毛筆で

町内7つの・」・・中学校から252点もの作品が展示されました，

　今年は、例年より期間を延ばして開催された関係で、例年

以上の多くの町民に見ていただいたことに、出品した子ども

たちをはじめ、関係者らはたいへん喜んでいたようでした。

鐵、

躍
㌶
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　　　　　　耀8ご’り⑦

　　　　　ぜのへ

　　　東郷町中

．一
崧ﾒ

づ額栂
”‘

c塩M

1・ |1

●　一　　　　　ノ

噛
　
’

，
1

静
代

　
　
　
　
　
　
さ
ん
（
5
8
歳
）

　
日
向
市
に
お
住
ま
い
で
、
ご
主
人

（
現
日
向
市
収
入
役
）
と
お
母
さ
ん

の
三
人
家
族
で
す
、

　
現
在
日
向
土
木
事
務
所
に
勤
務
さ

れ
、
仕
事
と
家
事
に
忙
し
い
毎
日
を

お
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
3
ヲ

　　

@，

ｹ
▼

o
出
身
地

　
小
野
田
　
又
江
野

。
生
年
月
日

　
昭
和
十
年
五
月
十
二
日

。
現
在
の
住
所

　
日
向
市
財
光
寺
往
還

★
☆

み
3
さ
と
6
思
い
出
御
な
し
☆
★

思
い
用
い
つ
ば
い
の
山
陰
神
社
の
秋
ま
つ
り

　
生
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て

か
ら
、
早
く
も
三
レ
年
の
月
日
が
た

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
で
も
な

つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
は
小
学

生
時
代
の
川
遊
び
で
す
。
夏
に
な
る

と
近
所
の
友
達
と
東
郷
僑
の
下
で
、

昼
ご
は
ん
も
忘
れ
る
く
ら
い
み
ん
な

で
泳
い
だ
も
の
で
す
。
向
へ
の
山
へ

泳
い
で
渡
る
と
き
何
回
も
流
さ
れ
て

し
ま
い
親
に
心
配
さ
せ
た
も
の
で
し

た
。
そ
ん
な
た
の
し
い
水
遊
び
を
し

て
い
た
八
月
十
五
日
終
戦
を
知
り
、

み
ん
な
泳
ぎ
を
や
め
て
川
原
に
上
っ

て
泣
い
た
こ
と
を
、
今
で
も
思
い
だ

し
ま
す
。
国
民
学
校
の
四
年
生
で
し

た
．
．
そ
れ
か
ら
は
、
お
だ
や
か
な
月

日
が
す
ぎ
東
郷
小
学
校
に
な
り
元
気

大
き
く
発
展
し
τ
ほ
し
い
私
の
ふ
る
さ
と

　
昨
年
の
七
月
、
職
場
で
夏
の
行
事

で
あ
る
キ
ャ
ン
プ
耀
え
ら
び
に
、
門

川
町
の
乙
島
、
延
岡
市
の
須
美
江
海

岸
、
そ
し
て
牧
水
公
園
が
出
た
。
　
］

番
に
牧
水
公
園
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
自
然
環
境
が
気
に
な
る
そ
の
中
で
、

牧
水
公
園
に
は
ま
だ
ま
だ
自
然
が
い

っ
ぱ
い
で
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
　
一
戸
建
で
あ
り
ま
す
コ
テ

ー
ジ
の
設
備
も
良
か
っ
た
し
、
パ
タ

○

ー
ゴ
ル
フ
な
の
で
た
の
し
く
す
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
来
て
み

た
い
と
い
う
声
も
出
た
ほ
ど
で
し
た
．
、

　
自
然
の
多
い
東
郷
町
を
も
っ
と
ピ

ー
ア
ー
ル
し
て
、
多
く
の
人
々
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
慢
出
来
る
私
の
ふ
る
さ
と
東
郷

町
が
今
後
大
き
く
発
展
し
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

で
卒
業
し
ま
し
た
．
．

　
山
陰
神
社
の
秋
ま
つ
り
も
、
私
の

良
い
思
い
出
の
一
つ
で
す
．
．
ま
つ
り

が
近
づ
く
と
も
ち
っ
き
が
あ
り
、
魚

ず
し
な
ど
も
っ
て
地
芝
居
見
に
行
き

あ
の
寒
い
星
空
の
下
で
、
よ
く
食
べ

ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
は

す
べ
て
が
私
の
す
ば
ら
し
い
思
い
出

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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▲幼い頃よく泳いでいた現在の
　東郷橋下付近

隈
尾
鈴
短
歌
会

ニ
　
　
ニ
コ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
び
　

古
稀
近
く
な
り
し
も
生
き
る
糧
と
な

　
る
米
作
ら
ん
と
妻
と
語
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

　
　
　
　
　
　
　
み
　
ヘ
ニ
ニ

哀
れ
な
り
華
智
王
の
御
霊
は
今
も
猶

　
伊
佐
賀
峠
に
鎮
ま
り
い
ま
す
や

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

椰
f
の
下
終
戦
告
げ
て
餅
隊
長
涙
で

　
言
は
る
る
存
分
に
泣
け
と

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

霧
深
く
街
灯
薄
き
通
夜
帰
り
犬
の
遠

　
吠
悲
し
さ
つ
の
る

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

幾
度
も
同
じ
仕
草
を
繰
り
返
す
視
力

　
の
失
せ
し
針
糸
通
し

　
　
　
　
　
　
　
植
匿
イ
セ

葉
の
落
ち
て
幹
あ
ら
は
な
る
函
舘
の

　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
雪
降
る
迄
の
安
息
を
観
つ

　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
f

退
院
の
友
を
見
舞
い
て
我
れ
の
ま
だ

　
歩
み
危
ぶ
み
帰
り
来
し
な
り

　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

美
々
津
な
る
小
さ
き
駅
の
た
た
ず
ま

　
い
木
の
香
匂
う
や
と
車
窓
に
の
ぞ
く

　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

い
に
し
え
の
囲
炉
裏
火
一
つ
に
肩
寄

　
せ
た
今
の
世
に
欲
し
家
の
温
も
り

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

紅
色
の
盛
花
咲
く
裏
庭
に
南
天
の
実

　
の
真
つ
赤
に
熟
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
歌
津
利
江
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　　▲題「こんなおうちにすみたいなあ」

　　　　芋追の
　高野典子ちゃん6歳

父：高野忠さん

母：　ひとみさん
O好きな遊びは何ですか？

　鉄棒

O好きなテレビ番組は何で

　すか？

　ドラゴンボール

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　お花屋さん

、－

嘗

・（謄鋸

　　　　庭田の
　黒木慎二くん6歳

父：黒木武利さん

母：　福美さん
O好きな遊びは何ですか？

　ふらんこ

O好きなテレビ番組は何で

▼題「こんなおうちにすみたいなあ」

な
？

　
　
か

小
好
す
ク
大
た

餐
　クレヨンしんちゃん

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　Jリーグの選手
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海野キクエさん
宮崎Eヨ日新聞社社長賞

　　　を受賞

　生きがいと伝統を築く第27

回宮崎県老人クラブ作品展が
去る12月13日から12月15日ま

で県福祉総合センターで開催

され、県下から各種部門に数

多くの優れた作品が出品され

ました．

〔本町からも19点出品）

　その中で緊迫の梅野キクエ

さんの手芸／はんてん）が栄誉

ある宮崎日日新聞社長賞に選

ばれ、12月16日晴れの表彰を

受けられました．

　ほかにも鶴野内の佐藤光男

さんの作品そらくち：が努力

賞、羽坂の若藤稔さんと小野

田のlf浬fマスエさんか高齢者

賞を受賞されました．
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計
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一
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？
・

㌦
　
　
一
般
土
木
工
事
「
式
で
、

…
す
・

ざ
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
は
何
で

　
す
か
？
・

一
”
初
心
忘
る
べ
か
・
ず

…
ノ
．
’

　
　
何
事
も
相
手
の
立
場
に
　
F

…
な
・
て
物
事
を
処
理
す
る
．

…　

謔
､
心
掛
け
て
い
ま
す
。

顯
噸

　
O
何
か
ピ
ー
ア
ー
ル
し
た
い
こ
と
は
h

　
　
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
　
　
　
　
　
旨

　
　
　
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
し
　

　
　
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
是
，

　
　
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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　　　　　　り娩鞭うこ”り⑨

あ
な
た
の
健
康
維
持
し
ま
す

あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
解
消
し
ま
す

侶
署
侶
署
一
蓋
で

み
な
さ
ん
楽
し
み
ま
せ
ん
か
’
・

　
現
在
福
瀬
・
小
野
田
・
鶴
野
内
地

区
の
婦
人
（
平
均
年
齢
六
十
歳
）
で

っ
く
っ
て
い
る
、
に
こ
に
こ
教
室
（
会

長
木
村
節
子
さ
ん
）
は
現
在
二
十
六

名
の
会
員
が
い
ま
す
。

　
こ
の
会
の
活
動
は
現
在
月
に
二
回

福
瀬
公
民
館
に
集
ま
り
、
寺
原
サ
ツ

エ
先
生
（
鶴
野
内
）
の
指
導
の
下
に

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
踊
り
、
そ
れ
に

ミ
ニ
バ
レ
ー
と
い
っ
た
軽
い
運

動
を
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
会
貝

み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
だ
そ
う

で
す
．

　
昭
和
六
十
年
に
発
足
し
た
こ

の
会
も
一
時
期
は
自
然
消
滅
寸

前
ま
で
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、

会
長
の
「
と
に
か
く
集
ま
ろ
や

！
集
ま
ち
み
ろ
や
〃
”
」
と
い
い

続
け
て
き
た
の
が
会
の
存
続
に

つ
な
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

こ
と
を
木
村
会
長
は
「
今
思
え

ば
ね
ば
り
勝
で
し
た
！
」
と

笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。　

そ
れ
以
来
活
動
も
充
実
し
、

今
で
は
月
に
二
回
の
集
ま
り
が

と
て
も
待
ち
ど
お
し
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。

A（

）

　
　
そ
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽

　
し
い
グ
ル
ー
プ
“
に
こ
に
こ
教
室
”

　
で
は
今
町
内
全
域
を
対
象
に
会
員
を

　
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

　
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．
．

　
　
連
絡
先

◎　
　
　
　
　
木
村
節
子

　
　
　
　
　
　
費
6
9
1
2
3
3
5

歯科医師会だより⑳

蟹
　
先
月
号
で
は
、
む
し
歯

を
放
置
し
て
い
る
と
歯
髄

炎
か
ら
骨
膜
炎
、
骨
髄
炎

に
進
む
と
い
う
こ
と
で
、

び
っ
く
り
な
さ
っ
た
人
も

お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

も
ち
ろ
ん
、
治
療
を
受
け

れ
ば
そ
ん
な
ふ
う
に
は
進

ま
な
い
の
で
す
。

　
歯
髄
炎
の
特
徴
は
、
何

と
言
っ
て
も
痛
み
で
す
。
我
慢
で
き

な
い
痛
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
歯
科

医
院
に
出
か
け
て
神
経
を
取
れ
ば
痛

み
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
神
経
を
取
っ
た
だ
け
で
歯
髄
炎

の
治
療
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
。
神
経
を
取
っ
た
歯
の
中
に

は
、
血
管
や
神
経
の
残
り
カ
ス
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
は
、
細
菌

の
栄
養
み
た
い
な
も
の
で
す
か
ら
、

細
菌
は
常
時
活
動
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
細
菌
が
骨
膜
炎
や
骨
髄
炎
を
起

こ
し
ま
す
の
で
、
細
菌
の
温
床
で
あ

る
歯
髄
の
残
り
を
き
れ
い
に
掃
除
し

て
、
そ
し
て
、
歯
の
中
を
永
久
的
に

腐
ら
な
い
も
の
で
処
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
歯
内
療
法
と
言

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
神
経
を
取
っ
た

日
に
は
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
痛
み
は
も
う
な
く
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
歯
が
放
置
さ
れ

る
。
体
の
抵
抗
力
が
な
い
時
に
突
然

は
れ
て
き
て
、
激
痛
を
起
こ
す
…
。

ま
た
、
歯
を
放
置
し
て
い
る
と
か
ぶ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
抜
か
な

く
て
も
い
い
歯
が
、
抜
か
な
い
と
い

け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

．

表
紙
へ
牧
水
O
－
7
3
、
の
解
説

　
富
士
山
は
山
梨
県
と
静
岡
県
に
ま

た
が
る
日
本
一
高
い
山
で
、
わ
れ
わ

れ
日
本
人
は
も
と
よ
り
世
界
中
の
人

々
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
姿
や
形
も
す
ば
ら
し
く
、
「
霊
峰

富
士
」
と
も
言
わ
れ
、
昔
か
ら
多
く

の
画
家
に
え
が
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
正
月
な
ど
に
は
、
富
士
山

を
え
が
い
た
掛
軸
が
日
本
間
の
床
の
間

に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
を
よ
く
見
受
け

ま
す
。
そ
れ
は
、
「
富
士
山
は
清
ら
か

で
、
め
で
た
い
山
」
と
し
て
、
古
く
か

ら
日
本
人
の
心
に
生
き
続
け
て
き
た
か

ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
外
国
か

ら
久
し
ぶ
り
に
帰
国
し
た
人
々
が
、
飛

行
機
の
窓
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
と
、

　
　
　
渡
　
邊
　
邦
　
彦

「
あ
、
日
本
に
帰
っ
て
き
た
の
だ
」
と

い
う
感
動
が
わ
く
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
富
士
」
は
「
日
本

の
国
」
の
代
名
詞
と
言
っ
て
も
言
い

過
ぎ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
牧
水
も
、
こ
の
富
士
山
を
こ
よ
な

く
愛
し
ま
し
た
。
大
正
九
年
、
東
京

か
ら
沼
津
に
住
居
を
移
し
た
の
も
、

好
き
な
富
士
山
が
朝
夕
眺
め
ら
れ
る

所
と
し
て
、
こ
の
地
を
選
ん
だ
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
．
．
沼
津
に
移
っ
て
、

四
季
折
々
の
富
士
山
を
詠
ん
だ
歌
も

か
な
り
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

大
正
十
年
四
月
、
四
番
目
の
子
ど
も

と
し
て
誕
生
し
た
次
男
に
は
、
そ
の

》
難

鍾
’
皿

名
も
『
富
士
人
』
と
命
名
し
ま
し
た
．

　
牧
水
は
こ
の
頃
、
た
び
た
び
富
士

山
麓
を
巡
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
二

年
十
二
月
中
旬
に
も
三
島
か
ら
裾
野

付
近
を
遊
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

表
紙
の
歌
は
そ
の
時
の
詠
草
で
す
。

　
裾
野
か
ら
真
近
に
官
田
士
を
仰
ぎ
見

て
、
そ
の
時
の
感
動
を
詠
ん
だ
も
の

で
し
ょ
う
．
、
こ
の
歌
を
読
ん
で
い
る
と

私
達
も
、
身
も
心
も
洗
わ
れ
る
よ
う
な

す
が
す
が
し
い
感
じ
を
覚
え
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉



　　　　　　ら鞠聾うご’り⑩
　　　　　お知らせ
く《〈イこ〆7オメーーショこノ〉》〉＞

第
1
6
回

東
郷
町
婦
人
祭

　
会
員
以
外
の
方
に
も
是
非
見
て
・
聞

い
て
い
た
だ
き
た
い
婦
人
祭
で
す
．

　
多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
．
、

▽
日
時
　
2
月
6
日
（
日
）
9
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
生
活
研
究
発
表
・
講
演
・

　
　
　
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
外

第
1
4
回

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽
日
時
　
2
月
1
3
日
（
日
）

　
　
　
午
前
8
時
受
付

▽
場
所
　
牧
水
公
園

　
※
お
問
い
合
わ
せ

　
　
は

　
　
　
町
教
育
委
員

　
　
会
生
涯
教
育

　
　
係

含
⑳
一
2
8
0
7
へ

駿

消
費
生
活

移
動
相
談
の
開
設

　
身
近
で
起
こ
’
．
た
消
費
生
活
に
つ

い
て
の
疑
問
・
ト
ラ
ブ
ル
等
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
．

▽
日
時
　
2
月
1
5
日
（
火
）
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
第
一
研
修
室

　
※
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
　
　
町
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　
　
8
⑳
　
2
1
1
1
（
4
1
）
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
　
　
募
　
　
集

　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。▽

募
集
人
員
　
一
名

▽
応
募
資
格

　
・
東
郷
町
内
に
居
住
す
る
三
卜
五

　
　
歳
以
ヒ
の
女
子
〔
但
し
、
禁
治

　
　
産
者
、
準
禁
治
産
者
は
除
く
）

▽
申
し
込
み
先
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
締
切
　
2
月
2
1
日
（
月
）

　
※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
ば

　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
費
㊥
）
一
2
1
1
6
へ

町
民
の
み
な
さ
ん
の

　
　
　
こ
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

北
海
道
南
西
沖
地
震
災
害

宮
崎
鹿
児
島
豪
雨
災
害
義
援
金

　
募
集
結
果
報
告

。
日
赤
東
郷
町
分
区
受
付
分

　
　
　
　
3
7
9
、
6
8
7
円

。
町
社
会
福
祉
協
議
会
受
付
分

　
　
　
　
3
6
7
、
2
3
3
円

　
総
額
7
4
6
、
9
2
0
円

　
こ
の
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

宮
崎
県
支
部
及
び
宮
崎
県
共
同
募
金

会
を
通
じ
て
被
災
地
の
方
々
へ
送
金

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

　
多
く
の
方
々
の
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

80985－28－1199（直通）

相談日：二軍びら金濯年を9鱒車～12時

　　　　午後1鳶～4範40分：携祭≡iを除

◎再門の揖談員ゴ親身こ暮ってご槍訟1、

◎弁護士相談日：苗月第3木曜日午後1

交

センタ
勺　　　　費0985－2・

ヨ本損害保険協会

動車保険請5
i3宮崎第一生命ビル新館5階　1

．
宮
・

「
に
せ
税
理
士
」
に

　
　
　
　
　
ご
注
意
／

　
所
得
税
・
消
費
税
（
個
入
事
業
者
）

の
確
定
申
告
の
時
期
が
や
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
．
．
決
算
や
申
告
書
の
作
成

を
頼
む
場
合
は
、
そ
の
人
が
税
理
士

で
あ
る
か
ど
う
か
よ
く
確
か
め
ま
し

レ
．
ご
つ
．

　
税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
代
…
埋

や
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
を

す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
．
．

　
「
に
せ
税
理
十
」
は
法
律
に
違
反

す
る
だ
け
で
な
く
、
税
務
署
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
り
調
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
あ
な
た
に
代

わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
な

ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自
身
が
大
き

な
迷
惑
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
十
分
ご
注
意
を
！
．

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
5
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

行
政
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
　
　
四
期

国
民
健
康
保
険
税
　
十
期

　
　
　
　
（
納
期
は
二
月
ニ
ー
r
一
へ
日
）

愛
の

た
す
け
あ
い
寄
金

　
小
野
田
の
那
須
　
樹
ち
ゃ
ん
（
東

郷
小
四
年
目
か
ら
昨
年
の
暮
、
恵
ま

れ
な
い
人
に
役
⊥
止
て
て
く
だ
舷
、
い
と
、

日
赤
東
郷
町
分
区
に
、
八
千
四
百
九

十
八
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
．

　
樹
ち
ゃ
ん
が
、
こ
つ
こ
つ
貯
め
た

貯
金
箱
の
お
金
だ
そ
う
で
す
．

　
日
赤
東
郷
町
分
区
で
は
、
早
速
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
牧
水
園
へ
贈

り
ま
し
た
．
、
身
体
の
不
自
由
な
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
樹
ち

ゃ
ん
の
や
さ
し
い
心
づ
か
い
に
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
一
一
樹
ち
ゃ
ん
あ
り

カ
と
う

善
惣

　　

@　

@　

@　

@
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
、

◎
仲
深
の
佐
藤
芳
雄
さ
ん
か
ら

　
（
一
二
浦
ハ
ル
当
、
ん
。
一
席
威
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
谷
口
義
公
さ
ん
か
ら

　
〔
シ
ォ
ル
さ
ん
・
6
7
歳
ご
逝
去
）

　
一
、
．
一
一
　
　
●

　
（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
φ
、
と
う

酒 谷 三
氏 死 結 海 黒 赤

（ （ 一
ち

井 口 浦
亡

池直 原黒 橋黒 氏
婚

野 木
や

イ 芽 ノ＼ ［H野 木 口耳 大 美
砂

ん
の

チ ノレ ル
名 量

三孝 文和 亜目
睾 喜 子 名

福 せ
91

~

67

~

86

~一

年 霧 ノ　　　！　　一

黶v』f丁 子彦 季廣
名

に
宏

美
喜

父
の

戚 戚 威 齢 り 雄 名
中
　
冗
木
f
　
　
・
、
‘

　
・
－
、
福
粛

仲
深

住
所

手 日福
�s瀬

延寺
ｪ市迫

西鶴
s野
s内

住
所

芋
迫

迫
野
内

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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